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例で示されるように再生可能エネルギーの電源構成比が 20 ～ 30% としても瞬間最大発電量としては
70%を超え得るため、大規模蓄電技術などにより出力変動を吸収できなければ、これ以上増やすのは困
難ではないかとの指摘もあります。日本は 2100 年には人口が半分程度になるので大丈夫だとの冗談半
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図７：ヘリオトロンJにおけるレイの軌跡
（左：トップビュー、右：磁気座標におけるポロイダル断面）
